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　前回の入門講座“気候学を学ぶために”（河村・吉野，

1969）の中で指摘したように，気候学の考え方や内容は

近年になってますます発展し変容を続けている．気候の

定義自体はとくに変ったわけではないが，単に特定地域

の気候を記述するに止まらず，大気大循環や総観気象な

どの基本場の状態を適確に表現することが要求されてい

る．したがって，気候学の知識は広範囲にわたる気象学

諸分野の基礎となるという認識が一般的になっている．

もちろん気候変化が気象学の主要な研究テーマの一つと

して世界的に重視されているし，気候学自体の研究も近

年急速に進展している．このような状況を反映して，こ

の10年間に刊行された気候学関係の文献の数はおびただ

しい数になる．今回は入門講座の基礎コースの中の一篇

という立場から，近年出版された教科書・総合報告に重

点を置いて紹介したい．

　1．入門書

　上述のような認識に立って，気象学の入門書にも，気候

関係の事項が大幅に取り入れられる傾向にある．近年諸

外国で刊行された大学教養や学部学生向けの気象学入門

書には“Weather　and　Climate”という表題がしばしば

使われ，気候関係の事項の記述にかなりの頁数をさいて

いる．たとえば：，Flohn（1968），Day・Stemes（1970），

Barry．Chorley（1978）はその代表的な例である．

Flohnの原著はドイツ語であるが，英語・フランス語・

スペイン語など数か国語に翻訳されている．数式を全く

使わずに，適切な図表と要領よくまとまった記述によっ

て，大気現象を巧みに説明した，すぐれた入門書である．

Barryらの書物も，これと同レベルの標準的教科書とし

て初版（1970年）当時から評判が高かったが，最近全面

的な改訂が行われ，衛星写真を豊富に使うなど，新鮮味

のある内容で一層充実した．Dayらの著書は気象学専攻

以外の諸分野の学生を対象とした気象学のテキストない

しは参考書として定評がある．

　和書では，今秋刊行予定の日本気象学会教育と普及委

員会（1980）：気象学普及書　がこれらに近い内容を持

っている．気候学自体の入門書としては，矢沢・前島

（1964）：気候の教室　がある．高校卒業程度の知識で，

気候学全般にわたって一通りの知識が得られるよう，問

答形式で重要事項を取り上げて，勘どころをていねいに

解説している．

＊Takeshi　Kawamura，筑波大学地球科学系
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　2．日本語の教科書・専門書

　気候学全般にわたる気候学の教科書のうち現在，書店

で入手できるのは次の4冊である．福井（1961）：気候

学は大学学部程度の典型的な教科書を執筆した．初版刊

行後すでに20年余を経過し，内容もやや古くなった個所

も少なくないが，主として古典気候学の教科書として定

評がある．同じく福井編（1966）：自然地理学1は地理

学講座の中の1冊で，4人の著者の分担執筆になり内容

はやや総合報告の色彩が濃い部分もある．吉野（1968）：

気候学はこれら2冊とは全く異なり，大気候を中心に，

近年の数多くの気候学の研究によって明らかにされた大

気の三次元的状態の気候学や大循環と地域気候との関連

などの総観気候学がまとめられている．程度は学部上級

から大学院レベルであるが，気象学の他分野の研究者に

役立つ．吉野（1978）：気候学は著者自身の30年近い気

候学研究によって裏付けられた気候学の教科書で，彼自

身の前掲著書はじめ小気候（吉野，1961）などから，

必要部分を抜き出して整理し，さらにその後の研究成果

をも取り入れてまとめたものである．各章末に参考文献

として数多くの主要な論文のリストが付けられ，巻末に

は気候学関係の教科書・資料・文献目録・雑誌がまとめ

られているなど初学者だけでなく，研究者にとっても有

45



504 気　　候　　学

益な配慮がなされている．

　過去に出版された和書の気候学の教科書のうち，とく

に重要なものを挙げておく．福井（1938）：気候学は，・

岡田の気象学と同様にわが国の気候学の古典である．オ

ーソドックスな気候学の教科書で，前世紀以来の伝統的・

な気候学のすべてを教えてくれる．気候の本質を理解

し，気候表現法などを考えるには最適の書物で，気候学

研究者必読の書であるが，現在は絶版である．福井編

（1962）：気候学は書名は同じでも構成は全く異なる．本

書は1960年ごろの主な気候学の研究者が分担執筆をし，

気候学の全分野を網羅したハンドブック的な書物であ

る．

　次に特定分野を詳述した書物に移る．高橋（1955）：

動気候学，（1969）：総観気象学は気象学の側に立って，

総観気象学と気候学の橋渡しをしたものである．前者は

やや日本の天候の動気候誌の性格が強く，後者は総観気

象学の色彩が強い．いずれも日本付近の天候や気候現象

の物理学的な理解に役立つ．“動気候学”の復刻版が最

近でた．矢沢（1956）：気候学は当時の動気候学や総観

気候学のすぐれた教科書で，その頃の世界の研究の大勢

がよくまとめられている．

　吉野（1961）：小気候は，局地気候・小気候などの小

規模な気象・気候現象に関する内外の数多くの文献を集

めて体系づけ，詳しく述べた書物である．今日でも版を

重ねて広く利用されている．後述するように最近改訂し

たものが英語で出版された．小沢・吉野（1965）：小気

候調査法は，既存資料の利用がむずかしい小気候の調査

法を具体的に述べた書物である．大後・長尾（1972）：

都市気候学，河村編（1979）：都市の大気環境はいずれも

都市気候の専門書である．矢沢（1957）：気候景観，能

（1966）：気候順応，福井・吉野編（1979）：気候環境学概論

はそれぞれの分野のユニークな書物である．とくに最後

のものは，人間の生活や生産・活動と気候との関係に注

目して，9人の気候学者が執筆したものである．環境に

関係して，気候と人間シリーズと名付けた一連の気候学

書が企画され，これまでに全7巻のうち，4巻が刊行され

た．このシリーズは，上記の一連の専門書と比べるとや

や気軽に読める教養書で，吉野（1979）：世界の気候・日

本の気候，根本・朝倉（1980）：気候変化・長期予報，籾

山・千葉（1979）：生気候と風土論，鈴木・山本（1978）：

気候と文明・気候と歴史の4冊が既刊である．これと比

較的近い気候環境をふまえた異色の風土論として，鈴木

（1975）：風土の構造がある．このほか翻訳ではブディコ
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（1973）：気候と生命はソ連の気候学者ブディコの著作を

内嶋・岩切両氏の訳で刊行したもので，異色の気候学の

教科書と言ってよいだろう．

　最近，とくに多くの人々が関心を抱く気候変化につい

ては，国内でも高橋編（1977）：気候変動と食糧，鈴木

（1977）：氷河期の気候，山本編（1977）：気候変動，河

村編（1980）：気候変動の実態の4冊がある．高橋の書

物は，1975年10月にわが国で開催された国際シンポジウ

ムの研究発表や講演を主体にしてまとめたものである．

鈴木の書物は，世界各地の野外調査の資料を，現在の気

候学の知識によって整理し，ヴュルム氷期とその後のヒ

プシサーマルの気候の世界像を組立てた．山本の書物

は，大気環境の科学シリーズの第4巻で，氷期・後氷期

の気候（吉野），観測時代の気候・気候変動の原因（山

元），気候変動と人間活動（山本），気候変動のモデル

（岸保・田中・武田・廣田）から成る．これまでの内外

の研究成果を要領よくまとめた教科書で，山本義一教授

の最後の仕事となった．河村の編書は，文部省科学研究

費により2年間行った総合研究の成果の一環で17名の研

究者が自分の研究テーマと関係の深い事項について，こ

れまでの内外の研究をまとめて，気候変動の実態を明ら

かにした総合報告である．このほかブディコ（1976）の

著書の翻訳が出版されている．ソ連の気候学者の気候変

化の研究を知る上で大変有益な書物である．

　最後に気候誌の教科書について述べる．全世界の気候

誌を和文で書いた書物はないが，畠山監修（1964）：ア

ジアの気候，同じく（1972）：ア7リカの気候は，豊富

なデータが収録されていて，詳しい記述とともに利用価

値が高い．日本全体の気候誌としては，和達監修：斉藤

編（1958）：日本の気候にまさるものはない．倉嶋（1966）

は季節に着目した日本の気候誌である．なお日本の気候

をより詳細に知るには，青野監修・日本地誌大系全30巻

の中に，各地方あるいは都道府県別の詳しい記載があ

る．このほか，各地方気象台から，北海道の気候，東京

都の気象などの名称で，都道府県別あるいは地方別の気

候誌が出されている．これらは気候誌としてよりも，気

候資料がまとめて掲載されている点で役立つ．（具体的

な書名と内容は，吉野（1978）の付録の中に一覧表が掲

載されているので参照するとよい．）

　3．外国語の教科書

　外国語の気候学の教科書は日本語のものよりもはるか

に数が多い．比較的新しい英語で書かれた書物を中心に

、天気”27．7、
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リストアップしてみた．，入門書は最初に触れたので，気

候学全般にわたるこれより程度の商い教科書は何がよい

かということになると，個人的な好みも加わって選択が

むずかしい．比較的よく使われているものとしては，た

とえば英語の本ではTrewartha（1968）の本が，気候

学の体系的な記述と総観的気候誌の両面からよくまとま

っている．Critch6eld（1974）は数式を用いずに，物理

気候，気候誌，応用気候の三部に分けてバランスのとれ

た記述をしている．Crowe（1971）は，気候の基礎とな

る大気の振舞いに着目し，’大循環から局地循環まで様々

なスケールの大気の運動とそれによって生じる気候分布

を数式を使わずにその概念を理解させるように記述した

書物である．Landsberg（1958）は，気侯学の原理と応

用との両面にわたってぎちっとまとめたやさしい教科書

で良書として定評があったが，新しい事項が含まれてい

ない．Lockwood（1976）は，環境的接近という副題の

意味は余り明確に内容に反映しているとはいえないが，

：気候誌の記述に重点がお期れている．同じ著者（1979）

のもう一つの本は，気候モデルや気候シスデムの動気候

学的説明に力点をおいた本で，氷期の気候，現在の気候

変動，将来の気候予測の間題にもふれ，よくまとまって

いる．

　Mather（1974）の教科書は，基礎と応用という副題が

示すように，応用気候の記述にも力を注ぎ，よくバラン

スがとれ，筆者の個人的好みでは好きな教科書の一つで

ある．R㎜ey（1968）の本嫉，地理学的気候学ともい

うべきもので気候誌の物理気候的説明がすぐれている．

Se皿ers（1965）は放射・水収支・エネルギー収支の観

点に立って，大気の基礎的な特性を明らかにした教科書

で，異色ではあるが，評判の高い書物である．Stringe2

（1965）は気候学の基礎と技術の2冊に分れ，基礎的事

項がていねいに記述されている．気候誌には全くふれて

いない．この点からも地理学的とは言い難い．本文中に

使った数式については付録に解説がある．

　ドイツ語の教科書では，Heyer（1972）が広く使われ

ていて，よくまとまっていて良書である．Bl撫hgen

（1966）も内容が豊富で説明の詳しい良書で，必要事項

を調べるのには便利な書物である．

　気候学の特定領域についても近年相次いで良書が出て

いる．たとえば総観気候学の分野のBa雌y・Pef■’y

（1973），衛星気候学のBa雌et（1974），大気境界層の気

候学のOke（1978）などがその例で，これまで余り類書

がない領域だけに，その価値は高ぐ，単に気候学を専攻

1980年7月
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する学生や研究者だけでなく，広く気候学の他分野の研

究者にとっても役立つところが大きい．接地気層の気候

学についてはGeiger（1965）の著書が有名であるが，

Yoshino（1975）は，日本語の“小気候”を内容を補足

、して英訳し，一より広い地域の現象を中心にまとめた点が

注目される．

　70年代から脚光を注びるようになった』気候変化ない

し気候変動についても，・全体を知る上でよくまとまっ．て

いると言われたSchwarzwacb（1963）の書物以後，

数多くの書物が出ている．これについては本シリーズで

すでに朝倉正が本誌27巻5号に書いているので，ここで

．は主なものを文献表に挙げておくにとどめたい．

　応用気候学あるいは環境気候学も気候学では重要な領

域の一つである．古くはBrooks（1950）の名著があり，

楽しみながら読める本であった．最近では，環境間題で

はMatthe鵬θ麺乙（1971），SMIC（1971）に始まる人間

環境会議の発端となった有名な書物を始め，Wi皿ia典s

（1978）やBachθ」磁（1979）に至るまでかなりの数の

会議のプロシーディソグや総合報告が出版されている．

この中には超音速ジェット機の就航に伴う気候への影響

を調べたCIAP計画の報告（Coronm，1973）なども含

まれる．Hess（1972）は雲物理，人工降雨，台風制御

に多くの頁を費しているが，このほかに気候のモデリン

グや数値シミュレーション，長期予報モデル，人間活動

による様々な気候変化についても詳しく書いてある．応

用気候学については，別に応用気象学をまとめることに

なっているので，そのときに一括して述べる．

　最後に気候誌の専門書について述べたい1全世界の気

候誌を要領よくまとめた書物としてはKendrew（1961）

の書物が有名である．また戦前にはK6ppen（1932～

1939）の編集になる5巻の気候学ハンドブックが世界の

気候誌を集大成したものとして知られているが，戦後

は，Landsberg（1969～）の編集になる15巻の書物が

刊行中である．このシリーズは第1巻～第4巻が一般気

候学の教科書で，第5巻～第15巻が世界の気候誌にあて

られている．内容は巻（地域）により著者が異なるため，

記述の方法やまとめ方に差があるが，外国の気候を知る

のに役立つ．Trewaftha（1961）も動気候学的取扱いを

しているが世界の気候現象についてまとめた気候誌の書

物である．

　英語で書かれた日本の気候誌としてはOkada（1931）

が有名であるが，最近Fukui　ed．（1977）が新たに刊行

された．この本は最近までの気候学の研究成果を盛り込
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んだものである．
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　4．気候資料

　最後に気候資料について簡単に述べる．気候学の研究

には，過去の蓄積された資料が重要な役割を演じること

が多い．気候資料も次第に印刷資料からコンピューター

のテープの形で保存される時代に移り変りつつある．し

かし，現状ではまだ印刷資料を利用することが多いと思

われるので，主要なものを挙げておく．気候資料は気候

図と気候表に大別される．わが国は世界的に見て国内の

気候資料の整備は進んでいる．気象庁編（1971，1972）：

日本気候図，第1集，第2集は美しい色刷の気候図帳

で，気温・降水量ばかりでなく，いろいろな気候要素の

気候図が数多く収録されている．天気図集としては，縮

刷天気図を集めた天気図集成が出されていて便利であ

る．一般の利用には，日本気象協会から10年ないし5年

毎に出る天候10年集成が天気図の簡単な説明がついてい

て便利である．

　気候表としては，気象庁編：日本気候表が一般によく

使われている．7冊に分れていて，気候要素の月平均・

年平均値のほか旬別・半旬別の平均値，極値，順位表な

どが気象官署の地点別にまとめられている．毎日の観測

値に遡って調べるためには，気象庁月報がもっとも基本

的な資料である．これをさらにまとめた気象庁年報は利

用者が少ないが，日本気候表から得られない要素が数多

く載っているので，研究には役立つことが多い，気象官

署よりも細かい観測網の資料として気温報告・雨量報

告，気象庁観測所年報等がある．気象庁月報に相当する

資料として都道府県気象月報が出されていて，最近はア

メダス観測所の資料が掲載されている．これらの定形的

な気候統計のほか，応用気候統計資料が気象庁観測技術

資料（ときには気象庁技術報告）に掲載されている．30

号以後の資料名を文献リストの後に挙げておく．この中

の31号，39号，41号は外国の気候資料である．なおこの

ほかにも気象庁から刊行されている気候資料はいくつも

あるが，詳しくは，八田（1968）：気象庁刊行物の種類

と内容（天気，15，182－185）を参照されたい．

　外国気候資料としてはWorld　Weather　IRecordや英

国気象局刊行のものが有名であるが，このほかにも各国

から多くの気候資料が刊行されている．これらのものは

気象庁図書館に送られて来るので，その資料名などをま

とめたものが，石井・館（1974）：外国気象資料目録（図

書月報，20，特別号，1）である．
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